　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	県産品愛用推進指定店「長崎県の魚愛用店」　認定要領
１．趣　旨

　　長崎県は、長崎県産の魚介類及び水産加工品（以下、県産魚という。）の愛用を推進するため、「長崎県の魚愛用店」を認定する。

２．「県産魚」の定義

長崎県産の魚介類とは、長崎県内の魚市や漁港で水揚げされたもの、長崎県の海域で養殖されたもの。長崎県産の水産加工品とは、長崎県産の魚介類のみを原料とした干物、長崎県産の魚介類を原料に使った練物類（かまぼこ、すり身、つみれ等）等であり、かつ長崎県内に所在する業者が加工したもの。

３．対　象

　　長崎県内に所在し、県産魚を常時提供しているホテル、旅館、レストラン、料理店等（以下、飲食店等という。）

４．認定要件（以下すべてを満たすこと）

（１）顧客の多様なニーズに応えるよう県産魚を常時５魚種以上提供できる店舗で、長崎県産の魚介類を３種類以上使った刺身「長崎刺盛」を提供できること。

ただし、洋食店や中華料理店、地元特産の県産魚を専門的に取り扱う店舗にあってはこの限り
ではない。
※ 洋食店と中華料理店については、県産魚を常時３種類以上提供できる店舗とし、県産魚を使った「洋風刺身」「カルパッチョ」「中華風刺身」等を提供する店舗とする。
※ 地元特産の県産魚を専門的に取り扱う店舗とは、「地域ブランド魚」や地域で積極的に振興している県産魚（例：「フグ」「カキ」「マグロ」「アナゴ」「アジフライ」等）を取り扱う店舗とし、これらについては、常時１種類以上のメニューを提供する店舗とする。
※ サーモンや甘エビ等、長崎県産以外の魚介類を使ったものは「長崎刺盛」としない。
（２）提供している県産魚の名前を店に掲示するか、客から名前を尋ねられた時には、店員が答えられるようにしていること。

（３）食品衛生法等、関係法令を遵守していること。

（４）県が行う「県産品愛用運動」の趣旨に賛同し、こだわりを持って県産魚の消費拡大に積極的に取り組むこと。

（５）反社会的勢力（暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ又は特殊知能暴力集団、その他これらに準ずる者をいう。以下同じ。）に該当せず、以下の各号の一にでも該当する関係を有しないこと。

ア　反社会的勢力が経営を支配していると認められるとき

イ　反社会的勢力が経営に実質的に関与していると認められるとき

ウ　自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的、又は第三者に損害を加える目的をもってするなど、不当に反社会的勢力を利用したと認められるとき

エ　反社会的勢力に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関与をしていると認められるとき

オ　その他反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有しているとき
５．認定方法

申込書受領後、認証要件に適合すると認めたときは、県は申請者に対し認定証を交付するものとする。

６．認定証の掲示

　　愛用店は、認定証を店内の見やすい箇所に掲示しなければならない。

７．認定の取消
（１）本要領の４（１）から（４）に定める要件を満たしていないと判断した場合にあっては、認定
を取り消すものとする。
（２）本要領の４（５）のいずれかに該当すると認められる場合は、認定を取り消すものとする。
８．講習会
愛用店の県産魚に対する知識と愛用店である意識を高めるため、県と関係団体が年１回開催す　る県産魚に関する講習会に参加することができる。


